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１	
 報告事項	
 

	
 （１）支援実績の現況	
 	
 

○	
 事務局資料１「支援医師一覧」を供覧、平成 26年 3月末現在、県別支援医師実人員は 58

名（宮城 10、福島 14、岩手 34）、被支援件数は 147 件（宮城 45、福島 30、岩手 72）であ

った。条件不一致により不成立となったものは 13件であった。	
 

○	
 2 月発行の小児救急医学会雑誌に支援医師公募チラシを同封した後より、支援の申し出が

急増し、効果は大きかった。	
 

○	
 各県において、継続支援を行って頂いている個人・施設がある。	
 

（宮城：2名、福島：2名、岩手：2施設＋3名）	
 

	
 

	
 （２）各県報告	
 

〈宮城県〉	
 

	
 	
 	
 ○	
 石巻市夜間急患センターに係る本事業費は、平成 27 年度まで国による地域医療再生基金

の事業として継続する予定であり、今のところ、新基金での対応は考えていない。	
 

	
 	
 〈福島県〉	
 

○	
 宮城県と同様に、平成 27年度まで国による地域医療再生基金の事業として継続する予定

である。平成 28年度以降は未定である。	
 

〈岩手県〉	
 

○	
 受入に係る経費は各病院の医師確保対策費により対応しており、今後も事業費の問題はな

い。	
 

○	
 胆沢病院の太田小児科医長が事務局ＨＰにコメントを掲載したところ、胆沢病院を指定し

ての支援の申し出が増加した。	
 

	
 

（３）日本小児救急医学会災害医療委員会	
 東日本大震災継続支援ＷＧ報告について	
 



	
 	
 	
 ○	
 資料１「東日本大震災継続支援ＷＧ報告書」及び資料 2「東日本大震災小児医療復興新生

事務局の現況」により、本事務局の活動について日本小児救急医学会災害医療委員会に報

告された旨の説明があった。	
 

	
 	
 ○	
 事務局ＨＰの閲覧数を増やし、直帰率（１ページを見て終了する者の割合）を低くするの

が目標であり、各病院のコメント、写真の掲載が効果的であると考える。	
 

	
 	
 	
 	
 

２	
 協議・合意事項	
 

（１）支援実績の取りまとめ方法等の見直しについて	
 

○	
 現在の調査項目に、「応募受付経路」及び「支援日数」を追加することとした。	
 

なお、支援日数の換算方法は、報酬が発生した勤務をカウントすることとし、日勤及びオ

ンコール対応、宿直をそれぞれ１日とカウントすることとした。	
 

○	
 支援実績を月別、県別等に整理するため、上記調査項目の追加に併せて、宮城県において

エクセルファイルにより様式を調整することとした。	
 

	
 なお、月別の支援実績をカウントする際、支援期間の初日を含む月において当該支援の実

績を整理することとした。	
 

○	
 支援実績は、年 2回以上のとりまとめを行うこととした。	
 

	
 （２）アンケート調査の実施について	
 

○	
 前回の調査以降（H25.9 以降）の新たな支援医師については、アンケート調査を行うこと

とし、調査票は基本的に前回と同様とすることとした。	
 

	
 （３）各病院の支援医師募集内容について	
 

	
 	
 	
 ○	
 現在事務局ＨＰに掲載されている各病院の募集内容について、現在の募集実態に応じた見

直しを行うとともに、併せて、報酬額及び病院までのアクセスの確認を行うこととした。	
 

	
 （４）チラシ再配布について（日本小児救急医学会 WGによる）	
 

	
 	
 	
 ○	
 日本小児科学会関連分科会（日本未熟児新生児学会など）へ震災支援医公募チラシの再配

布を企画する。	
 

	
 

３	
 その他	
 

○	
 相馬総合病院から、ＰＴＳＤが疑われる子どもが増加しているが、こころのケアセンターは数

か月待ちの状態であり、小児精神への対応が課題であるとの報告があった。	
 

○	
 事務局会議は、原則年 1回、5月を目途に開催することとした。（次回の開催県は岩手県）	
 


